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医療現場で働くお母様が書かれた 

息子さんのクローン病、経過報告。 

 

「息子のクローン闘病記１（途中経過）」 

匿名希望（お母様記述）15 歳 

 
2016 年 1 月 11 日 

 

 

【１】発症までの経緯 

 

息子は２０１５年６月中旬（中学３年生【１４歳】の時)、軽度の腹痛と下痢

のため、かかりつけの小児科を受診しました。その小児科では"ウイルス性腸炎

"と診断され、整腸剤を処方されました。出された薬を全て飲み終わった後は、

少し良くなった様に感じられましたが、暫くすると、食事中の下腹部痛と食欲

減退、体重減少(３ヶ月で２ｋｇ減)が起こり、別の小児科クリニックを受診し

ました。 

そこの病院では、"ＩＢＳ(過敏性腸症候群)"と診断され、整腸剤と漢方を処

方されました。服用後２～３日は何となく良くなったように感じられたのです

が、症状は変わらず持続した為、胃腸科クリニックを受診し、今までの経緯と

現時点での症状(①②)を話しました。 

 

①食事直前・食事中・食後の下腹部痛 

②夜間、寝ている時に腹痛で目が覚める 

 

医師は、"夏バテの延長と消化不良"と診断し、整腸剤と胃薬を処方しました。

｢消化の良いものを取るように｣と言われ、その通り続けてはいましたが、①②

の症状は変わらず、こんな状態が２ヶ月半続きました。 

２学期が始まると、突然、学校で嘔吐し、体重が減少した事で体力も低下し

ました。２度目に受診した小児科クリニックで、外科医に診察して頂いたとこ

ろ、｢ＩＢＳではなく、ＩＢＤ（炎症性腸疾患）かも・・・。早めに市立病院に

行ってください｣と言われ、２日後に市立病院を受診しました。そして、その２

日後の９月１６日に検査目的で入院しました。検査の結果、"ＩＢＤ"と診断さ

れました。 
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普段聞きなれない病名に不安を感じ、即調べてみると、『炎症性腸疾患、潰瘍

性大腸炎とクローン病、難病、原因不明、治らない』とあり、一瞬、目の前が

真っ暗になり、｢もし、そうだったら･･･。｣「息子の将来は･･･」と不安になり、

悪い事ばかり考えていました。 

 

 

【２】入院から診断までの経緯 

 

一般検査に加え、腹部ＣＴ(単純・造影)・胃カメラ・大腸カメラ・小腸造影・

注腸造影と、炎症性腸疾患を疑っての、ありとあらゆる検査を受けました。大

人でも短期間にこれほどの検査を受けるのは、容易な事ではないのに、今まで

一度も入院や検査をした経験のない１４歳の子供が、よく嫌がらずに我慢して

頑張ったと思います。最後に受けた小腸造影は、｢死ぬ思い｣と息子が一言。ど

れだけ辛く痛かったことか。こんな検査は二度と受けさせたくないと強く思い

ました。検査が全て終わり、私と息子に担当医から説明がありました。 

 

①腹部ＣＴにて、回盲部に狭窄と炎症が認められた。 

②大腸カメラにて、粘膜浮腫と潰瘍が認められた。 

③小腸造影にて、回腸と上行結腸間に瘻孔を認めたが、注腸造影では明らか

ではない。 

④痔瘻が２箇所に認められた。 

 

以上の結果から、"クローン病"と診断されました。 

 

 

【３】入院中の治療と今後の治療 

 

入院開始から、エレンタール：２１００ｋｃaｌ／日、脂肪乳剤補助による点

滴：２回／週という栄養療法を受けました。そして、検査終了後からはペンタ

サを 1 日８錠服用し始めました。市立病院には小児のクローン専門医が居ない

事、更にワンステップ上の治療が必要になる事を説明され、２０１５年１０月

２２日に都内の国立成育医療研究センター病院を紹介されました。 

医療研究センターの消化器外科担当医は、検査記録・データ・画像などを見

るなり、｢瘻孔の有無が明確ではないので、小腸造影が必要になります。痔瘻も

あったようなので、内瘻が無いかの確認のためＣＴ検査をします。｣と言いまし

た。それを聞いて私達が返事をする前に、すぐさま息子は、｢小腸造影は絶対に

やりたくない！！｣と抵抗していました。本人が以前、｢死ぬ思い｣と言っていた

ため、私達も二度と受けさせたくありませんでした。また受けたとしても前回

のように病態が明確にならなければ検査をする意味はないし、これ以上息子に
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辛い思いをさせるのには反対でしたので、主人と相談し、「検査を受けるのも、

次の治療（生物学的製剤）を受けるのも止めよう。」と決めました。 

 

 

（お母様記述 手記 一時中断して 以下に  

 国立成育医療研究センター病院受診時のお父様の記録を紹介します。 

医師とのやり取り、お父様の心境が率直に記されています。） 

 

 

２０１５年１０月２２日 

 国立成育医療研究センター病院受診時の記録（お父様記述） 

 

▼私・妻・息子 VＳ医師 話合い 

Ｓ医師：市立病院からの紹介状（今までの検査結果や経緯、退院直前の血液デ

ーター）を見ながら、息子にその時々の状況確認をおこなった。但し、市立病

院からの紹介状には、診断結果がクローン病とされている為、行った時には既

に、クローン病ありきになっていた。その為、生物学的療法に移っていく旨の

治療方針をサラッと話す。 

→市立病院の最終診断では【限りなくクローン病が疑わしい】と言うだけで、

造影検査、病理検査やその他のあらゆる検査結果から、クローン病とは確定出

来ていない。強いて言うなら、小腸と大腸の繋ぎ目が腫れていて、狭窄をおこ

していることと、ＣＲＰと白血球数値が高い事、痔瘻みたいなもの、潰瘍、体

重減少が認められたくらい。口内炎・下痢・腹痛（最初だけ有り）・発熱･目で

確認できる血便などは出ていない。瘻孔についても、口からの内視鏡で有りそ

うとなり、肛門からの内視鏡でないと診断。入院中は絶食（エレンタールと脂

質補給の為の点滴のみ）で、検査後からペンタサを服用し始める。治療らしき

事は何もしていないのに、症状が緩和。クローン病の症状が何一つとして出て

いない。入院時の体重減少は、腹痛により食べ物が思うように食べられなかっ

た事（約 1 ヵ月半）からではないのか？それなのに、限りなく近い症状＝クロ

ーン病にした。何で？？？ 

→この頃の私は、知識が乏しく、これだけの症状が現れれば、クローン病と断

定されてもおかしくない。また、息子に関わってくれた医師・看護士には、妻

の知人が多く、息子に対して、とても親切に、とても優しく接してくれていた。

文句を言いたいのは、各検査をおこなった検査医師達にである。 

私は、「造影検査での医師の所見の違いを例に出し、クローン病は疑わしい。」

と意見した。 

S 医師：「では今回の来院はセカンドオピニオン的要素が強い？」 

私：「いやいやそんなことはない。」 

→セカンドどころか５ｔｈオピニオンだよ。確定根拠がないのに、何故、生物
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学的治療になるのかって、遠回しに聞いてんだよ！今後の治療はペンディング

にしたいと伝える。 

Ｓ医師：一瞬顔色曇る（ムッとした・・・と言った方が適切かな。） 

Ｓｉ医師と相談すると言い、一時、我々3人を退室させる。 

 

▼Ｓｉ医師とＳ医師の 2人で、痔瘻の確認をおこなう。 

Ｓｉ医師：「個所が見当たらない。何処に有ったって？」 

Ｓ医師：「１０時と３時です。」 

何時（箇所）については、ちょっとうる覚え。私の記憶があっているか微妙。 

Ｓｉ医師：「この跡がそうかなぁ？治っちゃっているね。でも表面だけ治癒して

いて、中には管があるかも？」 

市立病院での検査時には、妻も痔瘻？のような物を確認している。でも、痔瘻

って中の管があると治らない（穴塞がらない）んじゃなかったっけ？ 

▼Ｓｉ医師から今後の治療について話があった。ペンディングと伝えたのに何

故説明する？何故治療をさせるように話を持っていく？なんとしても、生物学

的治療に入りたい様子が伺える 

私：「２人の先生の話を持って帰って家族で考えたい。治療はペンディング。」

今一度伝える。 

Ｓｉ医師：「痔瘻が中にあるかも知れないので、そこだけは早く確認したい。Ｃ

Ｔしましょう。」 

他の検査予定の空きは？外来で出来るよね？とＳ医師に確認させる。 

→だ・か・ら、やらねぇーって！ＣＴはなかなか予約出来ないので、仮予約し

ておきましょう。１０月３０日に入れました。 

はぁ～あ？ 

Ｓｉ医師：検査をもうひとつ。息子に造影検査をもう一度やりたい旨を熱心に

説明する。内瘻があるかどうかは重要。そこだけは絶対確認したい。 

→入院しなくてもＯＫだから・・・みたいな感じで言っていた 

息子：顔色変わり、激しく拒否。 

私：「紹介状の封筒の中には、造影検査の写真が入っているはず。」 

それを見て判断してほしい旨を話す。 

Ｓｉ医師：「写真では分からないんです。実際に造影剤の流れが見えないと。」 

→こら、こら、こら！！だったら何で、動画で添付しねぇんだ？後から見ても

分からない結果を添付して、何がしたい？ 

私：「じゃ、写真で送るシステムってダメですよね？」 

医師：「そうなんです。でもそれが現状のシステムなので。ですから、もう一回

やりましょう。」 

→おまえらウマシカかー！ 

▼Ｓｉ医師はＳ医師に後を任せ、退室。 

私：「今後の治療は考えてから。ＣＴもするかは分からない。」 
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Ｓ医師：「では、週明けにでも連絡してください。今日の治療は此処までです。」 

▼治療代を清算して、帰宅。 

 

 

 

（国立成育医療研究センター病院 記録終わり。 

上記のやり取りを経て、ご家族は松本医院へ行くことを決めました。 

以下 お母様の手記に戻ります。） 

 

国立成育医療研究センター病院の検査も治療も断りました。「直ぐにでも松本

先生の所へ行こう！！」と、突然主人が言い出しました。息子にも松本医院の

事を説明し、納得した上で決めました。思い立ったら即実行の私達だったので、

何一つ迷うことなく松本医院に電話をしました。遠方から伺う事を伝えると、

受付の方はとても丁寧に、「先ず鍼灸の予約が必要です」と教えてくれました。

予約するとの考えがまったくなかったので、遠方治療をお願いする私達にとっ

ては大事な情報でした。それから診療の流れや週末の混雑状況、受診の際に必

要なもの、ホームページを良く読んで来てくださいと、細かな説明を受けまし

た。それからというもの、毎日、松本医院のＨＰを開き、先生の理論と患者さ

んの手記を必死に読み始めました。 

 

 

【４】松本医院との出会い 

 

話は前後しますが、松本医院との出会いについて、書かせていただきます。

先ず私とパソコンの出会いがなければ、松本医院に辿り着けなかったと思いま

す。メカ音痴の私に、パソコンを与えてくれた主人に感謝します。 

息子が入院中、私はパソコンで、“ＩＢＤ”と検索しました。すると、潰瘍性

大腸炎・クローン病をまとめてＩＢＤと呼ぶ事、難治疾患である事、症状・治

療・予後等について書かれてあり、決して将来が明るいものではない事がわか

りました。１４歳の息子がこれから一生この病と一緒に生活していくのかと思

うと、絶望と不安で目の前が真っ暗でした。その頃の私は、西洋医学治療以外

の治療法がある事など知らず、パソコン画面に記載されている有名病院名を見

ては、どこかに名医は居ないものかと、必死にマウスを動かしていました。そ

のうち、どの様にして辿り着いたか、今でははっきりと憶えていませんが、『漢

方科 松本医院』が目にとまり、気がつくと松本医院のＨＰに辿り着いていま

した。 

ここからです。夜中の２時、松本先生クローン病完治の理論、今までに書か

れた数多くの論文、パソコン画面に赤字で書かれてあり、とにかく読み始めて

いました。気がつくと紙にメモを取っている自分がいました。『自分の免疫の力
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で治す』『クローン病は完治する』と言っている医師がいる。一瞬頭の中がパニ

ック状態になりました。西洋医学では難病と言われ、一生付き合い、治らない

病気と言われているのに・・・。 

松本理論を読んでいくと、専門用語や難しい言葉も出てきましたが、読み進

めていくうちに、『完治する』と確信し、松本先生を信じている自分がいました。

しかし、入院中の息子の付き添いや、医師からの病状説明に追われる毎日で、

あっと言う間に時間が過ぎ、私の頭の中から松本医院の存在がなくなりつつあ

りました。それでも、どうしても気になり主人に、｢大阪でクローン病を治して

くれる医師がいる。ただ此処(神奈川県) から行くには遠いし、難しいよね・・・｣

と言った記憶があります。その時の主人の反応は驚く訳でもなく、いつもと変

わらず聞いていました。しかし、実は気になって調べていたようでした。 

 

 

【５】松本医院受診の日 

 

２０１５年１０月２４日午前２時に、神奈川県の自宅から家族５人、車で出

発しました。約６時間後に初めて訪れた大阪、松本医院のドアを開けた瞬間、

子供達は口を揃えて、｢う～ん、くさ～い。｣との一言。漢方とお灸の何とも嗅

ぎ慣れない匂いに、正直驚きました。 

先生の第一印象は、肌つやが良く、私の母と同い年とは思えないくらいパワ

フルで、想像とは正反対でした。先生は息子に、｢ストレスはなかったのか？イ

ジメはなかったか？ 今一番辛い事はなんや？｣と聞かれ、息子が、｢食事が食べ

られない事です。｣と言うと、｢何言うとるねん。何食べてもいい｣と、おっしゃ

いました。先生のこの一言に、息子は大泣きし、私達両親も嬉しさのあまり泣

きました。胸につかえていたものが一瞬でなくなりました。入院からその日ま

での１ヶ月半、エレンタールだけで過ごしていたので、息子にとっては、どれ

だけ嬉しい言葉だったことでしょう。 

そして先生は、｢治らん病気はない。病気は医者が治すんやない。自分自身が

治すんや。｣｢治る病気を治らなくしているのは、製薬会社と医者や。金儲けす

る為に作られたシステムなんや。お前らは、その被害者や！！｣と、皆さんが手

記に書かれているのと同じことを、話しておられました。その言葉にはとても

説得力がありました。診察の最後に息子と握手し、頭に"キス"をくださりまし

た。正直、何てお茶目な先生だろうと(申し訳ありません)、親近感を持ちまし

た。今まで沢山の医師に診察して頂きましたが、松本先生の様に情熱があり、『病

気を治す』と言ってくださった医師にお会いしたのは初めてでした。 

医院を出てから近くの手打ちうどん屋さんで、鳥煮込みうどんを食べた息子

は、｢美味しい、美味しい｣と何度も言いました。１ヶ月半ぶりに見た息子のあ

の笑顔は、印象的で忘れられません。 
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【６】漢方薬治療開始 

 

翌日の早朝、ガスコンロを２口使い、漢方食前茶と食後茶を煮出し、我が家

には今までに経験した事のない匂いが漂っていました。私も煮出した漢方茶を

飲んでみましたが、正直想像以上に強烈で、緑茶を飲んでも味が消される事は

ありませんでした。果たして息子は、この漢方茶を飲む事が出来るのかと、心

配しました。予想通り一口飲んでの第一声は、｢うえ～、まじ～い｣でした。１

５０ｃｃ飲むのに３０分以上かかりました。もちろん食後茶も苦戦していまし

たが、｢これが治療! 頑張って飲みなさい｣と何度も言い聞かせました。｢嫌なら

西洋医学に戻るしかない。｣と、きつく言った事もありました。息子は飲まない

訳にもいかないと思ったのか、鼻をつまんで飲んでいました。今では慣れたも

ので、一気に飲んでいます。味消しには、チョコレート・ミルクキャラメルな

どを試してみましたが、ミンティアが一番良いらしく、愛用しています。 

お灸も生まれて始めての経験だったからか、熱さに耐えられず、僅か１０秒

程度しか出来ませんでした。また、一箇所３回すべきところを２回しか出来ま

せんでした。入院中のＣＴ検査で認められた狭窄のせいか、１ヶ月半ぶりに食

べた固形物のせいか、普通の食事に戻して２日目から腹痛が出てきました。嘔

吐もあり、急いで先生に電話して相談すると、アシクロビル錠と漢方茶を１種

類処方してくださりました。 

ここからが、腹痛と下痢との戦いの毎日でした。食事は食べたり食べなかっ

たり、学校には１日居る事が出来ず、午前中だけ授業を受けるのが精一杯でし

た。体力もかなり低下していたのでバス通学は出来ず、車(知人やタクシー)で

通っていました。また、トイレに間に合わず何度も便失禁することもありまし

た。腹痛で階段を上るのも辛くなり、行動範囲が制限され、１階の居間とトイ

レの往復のみになりました。 

２学期は数日しか登校出来ず、自宅療養をしていました。日中は座椅子での

生活が主で、夜は布団で寝られず、前屈みになったり・体を丸めたり・座った

りと、兎に角、痛くて痛くて体の置き所がない日々が続きました。息子の背中

を摩る時に、痩せ過ぎて骨と皮だけになっている事がわかり、可哀相で、どう

してやることも出来ない自分を責めたりする事もありました。このまま見てい

るしかないのか、良い方向にいくのかと不安になっては、主人から｢みんなそう

思う時があるってさ。手記に書いてあるよ。そう言う時は、先生の理論と手記

を読んでみて｣と勧められ、冷静になり、そのようにしました。｢大丈夫。絶対

良くなる!! 先生を信じて、今は耐えるしかない。｣と、自分に言い聞かせまし

た。 

治療から１ヶ月くらい経った頃から、痛みが徐々に弱くなり、食欲も出てき

ました。食事は１日３回食べられるようになり、表情も明るくなってきました。

それまでは痛い時に会話が出来ませんでしたが、話す事が出来るようになりま
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した。 

そして１５歳の誕生日、ささやかではありますが、お祝いが出来ました。治

療から４０日目の１２月５日。２度目の受診で、松本医院へ行きました。診察

室に入ると先生は息子に、｢何かストレスあるのか？病気を治すのは誰や～？｣

と聞かれました。息子が｢僕の免疫です。｣と答えると、｢そうや、病気を治すの

は、おまえ自身や!!｣、｢褒められなくてもいい。頑張り過ぎなくていい。｣｢ま

だ１５歳、ガキや。子供らしくていい。『心の持ち方が大事なんや』この病気の

原因はストレスなんや。頭の良い賢い奴がなる。周りの事は気にせんで良い｣と

言ってくださりました。 

主人が、腹痛が強くて学校へ行けない事を話すと、少し考え込み、食後の漢

方茶を替えてくださりました。｢お腹は張らないのか？｣と聞かれ、息子が｢張り

ます｣と答えると、何時もの元気な口調で、｢はよ言え～!!｣と一喝されてしまし

た。そして最後に家族５人、一人一人と握手をしてくださりました。あの力強

い握りが、患者に勇気と安心を与えてくださるのです。 

症状に合わせてフラジール錠を処方して頂いた事で、１週間後にはお腹の張

り感はなくなり、１日１０回以上だった下痢が２～３回に減り、腹痛も更に弱

くなってきました。そして２度目の受診から４日目に、｢兔のうんちみたいなコ

ロコロ便が出た。｣と言い、５日目には、何と驚くべき"バナナうんち"が出たの

です!!!２ヶ月ぶりに見た息子もビックリで、私達も、｢え～本当に？ すご～

い!!｣と、喜びました。それから食欲も食べる量も増え、腹痛も気にならない位

となり、夜も布団で寝られるようになりました。痛みで目が覚める事もなくな

りました。今まで出来なかった事、当たり前だった普通の日常が帰って来た事

を嬉しく思いました。行動範囲も広がり、階段の上り下りも大丈夫になりまし

た。息子は、｢３学期は学校に行く!!｣と言っています。 

一進一退・一喜一憂で、まだ松本医院での治療を始めて２ヶ月が過ぎたとこ

ろですが、息子の姿を見ていると、松本理論に真の治療法がある事を確信して

います。もしあの時、某医療研究センターで言われるままに再検査と、生物学

的製剤の治療を受けていたらと考えると恐ろしく思います。そうしていれば、

今の明るく元気な息子の姿を見る事はなかったでしょう。まだまだ治療を始め

たばかりでクラススイッチも起こっていない状態ですが、松本先生が力強く言

ってくださる『病気は誰が治すんや？そうだお前自身が治すんや!!』のお言葉

は、我が家の治療の励みと一番の薬になっています。そして遠隔治療（診療）

して頂いている事と先生に巡り合えた事を大変感謝しております。本当に有難

うございます。 

私も医療現場で働いておりますが、先生程の情熱的で、芯の通った、患者第

一の医師にお会いしたのは初めてです。現場にいると、時々戸惑いと複雑な気

持ちになることもありますが、今回の治療の選択で、全てが現代医療・西洋医

学だけではないと言う事を切に感じました。先生が『手記を書きなさい』と言

う力強い言葉は、今苦しんでおられる患者さんや、治療で悩んでいる家族、本
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人への希望のメッセージでもあると思います。それと同時に、手記を書いてく

ださった方々へのお礼のお返しでもあります。２ヶ月ばかりで長文になり、大

変申し訳ありませんが、同じ患者さんの一助になれば幸いです。免疫を抑制し

て治療するのではなく、自分の免疫を高めて治療する《松本理論》の素晴らし

さが、１日でも早く世の中に広まる事を願います。 


